
 

重点品目                    キャベツ 
～加工・業務向けの産地育成と周年供給体制の確立～ 

 

 

１ 県内の主な産地（Ｒ４年度 県農産課調べ） 

瀬戸内市（75ha）、笠岡市(57ha)、岡山市（56ha） 

 

 

 

２ 生産状況（農林水産統計） 

区 分 H30 R 元 R２ R３ R４ R４/H30  

栽培面積(ha) 313 306 305 311 334 106.7％ 

生産量(t) 11,000 13,000 11,700 11,700 12,700 115.5％ 

産出額(億円) 8 9 9 9 ― ―％ 

 

 

 

３ 特長 

・県南部から北部にかけて広い地域で栽培でき、周年供給が可能な品目である。 

・牛窓地域など一部の地域ではブランドが確立されている。 

・土地利用型野菜として、機械化体系が確立されている。 

・加工・業務用野菜として、企業参入や集落営農等の多様な経営体による作付け拡

大が進んでいる。 

 

 

〈振興方針〉 

・加工・業務用の周年安定供給 

・担い手の確保・育成による産地の維持・拡大 

・企業参入や集落営農による水田を活用した加  

 工・業務用栽培の拡大 

・機械化体系の導入と水田転換畑での栽培推進 

・実需者ニーズに応じた品種選定 

・産地ＰＲ活動等によるブランド力のさらなる 

向上 


